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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

平成26年11月14日に提出いたしました第23期第２四半期（自　平成26年７月１日　至　平成26年９月30日）四半期

報告書の記載事項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため四半期報告書の訂正報告書を提出するもので

あります。

　

２ 【訂正事項】

　第一部　企業情報

　　第１　企業の概況

　　　１　主要な経営指標等の推移

　　第２　事業の状況

　　　３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

　　　（1） 業績の状況

　　　（2） 財政状態の分析

　　　　　（3） キャッシュ・フローの状況

　　第４　経理の状況

　　　２．監査証明について

　　　１　四半期連結財務諸表

　　　（1） 四半期連結貸借対照表

　　　　　（2） 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

　　　　　（3） 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

　　　　　注記事項

　　　　　　（１株当たり情報）

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。
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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

　　（訂正前）

回次
第22期
第２四半期
連結累計期間

第23期
第２四半期
連結累計期間

第22期

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日

自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

売上高 (千円) 7,609,615 8,638,861 15,747,480

経常利益 (千円) 752,472 611,072 1,514,623

四半期(当期)純利益 (千円) 449,068 388,958 872,380

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 452,737 412,836 883,794

純資産額 (千円) 4,671,147 5,214,601 5,102,204

総資産額 (千円) 11,428,472 18,947,060 13,626,208

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 5.38 4.66 10.45

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 40.8 27.5 37.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,226,865 1,506,284 1,038,141

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,941,400 △3,697,165 △3,638,671

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △506,406 4,666,796 1,220,621

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,967,093 4,284,042 1,808,126
 

 

回次
第22期
第２四半期
連結会計期間

第23期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

自 平成26年７月１日
至 平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 3.01 2.50
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　　（訂正後）

回次
第22期
第２四半期
連結累計期間

第23期
第２四半期
連結累計期間

第22期

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日

自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

売上高 (千円) 7,609,615 8,638,861 15,747,480

経常利益 (千円) 721,742 566,879 1,460,218

四半期(当期)純利益 (千円) 429,290 353,821 837,365

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 432,959 377,699 848,778

純資産額 (千円) 4,618,539 5,111,619 5,034,358

総資産額 (千円) 11,350,271 18,831,422 13,521,380

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 5.14 4.24 10.03

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 40.7 27.1 37.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,226,865 1,506,284 1,038,141

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,941,400 △3,697,165 △3,638,671

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △506,406 4,666,796 1,220,621

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,967,093 4,284,042 1,808,126
 

 

回次
第22期
第２四半期
連結会計期間

第23期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

自 平成26年７月１日
至 平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 2.90 2.34
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第２ 【事業の状況】

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

　　（訂正前）

以上より、当第２四半期連結累計期間における連結売上高は8,638百万円（前年同期比13.5％増）となり、営業利

益は548百万円（同12.3％減）、経常利益は611百万円（同18.8％減）、四半期純利益は388百万円（同13.4％減）と

なりました。

 

　　（訂正後）

以上より、当第２四半期連結累計期間における連結売上高は8,638百万円（前年同期比13.5％増）となり、営業利

益は504百万円（同15.2％減）、経常利益は566百万円（同21.5％減）、四半期純利益は353百万円（同17.6％減）と

なりました。
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(2) 財政状態の分析

　　（訂正前）

当第２四半期連結会計期間末の総資産は18,947百万円（前期末比5,320百万円増）となりました。

流動資産は7,941百万円(同4,105百万円増)となりましたが、これは、主に有価証券が3,927百万円、現金及び預金

が346百万円増加した一方で、たな卸資産が56百万円、未収入金が23百万円減少したこと等によるものであります。

固定資産は11,005百万円（同1,215百万円増）となっております。これは、主に建物及び構築物が924百万円、長

期貸付金が380百万円、投資有価証券が308百万円、土地が242百万円増加した一方で、建設仮勘定が906百万円減少

したこと等によるものであります。

また、負債合計は13,732百万円（同5,208百万円増）となりました。

流動負債は5,787百万円（同1,413百万円増）となりましたが、これは、主に１年内返済予定の長期借入金が1,219

百万円、前受金が977百万円増加した一方で、未払金が598百万円、未払法人税等が146百万円減少したためでありま

す。

固定負債は7,945百万円（同3,795百万円増）となっておりますが、これは、主に長期借入金が3,748百万円増加し

たことが要因であります。

当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は5,214百万円（同112百万円増）となっております。これは、主に利

益剰余金が88百万円増加したためであります。

 

　　（訂正後）

当第２四半期連結会計期間末の総資産は18,831百万円（前期末比5,310百万円増）となりました。

流動資産は7,808百万円(同4,090百万円増)となりましたが、これは、主に有価証券が3,927百万円、現金及び預金

が346百万円増加した一方で、たな卸資産が56百万円、未収入金が23百万円減少したこと等によるものであります。

固定資産は11,023百万円（同1,219百万円増）となっております。これは、主に建物及び構築物が924百万円、長

期貸付金が380百万円、投資有価証券が308百万円、土地が242百万円増加した一方で、建設仮勘定が906百万円減少

したこと等によるものであります。

また、負債合計は13,719百万円（同5,232百万円増）となりました。

流動負債は5,774百万円（同1,437百万円増）となりましたが、これは、主に１年内返済予定の長期借入金が1,219

百万円、前受金が977百万円増加した一方で、未払金が596百万円、未払法人税等が162百万円減少したためでありま

す。

固定負債は7,945百万円（同3,795百万円増）となっておりますが、これは、主に長期借入金が3,748百万円増加し

たことが要因であります。

当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は5,111百万円（同77百万円増）となっております。これは、主に利益

剰余金が53百万円増加したためであります。
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(3) キャッシュ・フローの状況

　　（訂正前）

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

これは、税金等調整前四半期純利益611百万円及び減価償却費が232百万円、前受金の増加額が977百万円、たな卸

資産の減少額が56百万円、退職給付に係る負債の増加額が26百万円ありましたが、法人税等の支払額が464百万円

あったためであります。

また、前第２四半期連結累計期間と比較して279百万円獲得した資金が増加しております。これは、税金等調整前

四半期純利益が141百万円減少し、前受金の減少による資金の減少額が149百万円、法人税等の支払額の増加による

資金の減少額が84百万円ありましたが、未収入金の減少による資金の増加額が345百万円、未払金及び未払費用の増

加による資金の増加額が140百万円、減価償却費の増加による資金の増加額が51百万円、退職給付に係る負債の増加

による資金の増加額が39百万円、たな卸資産の減少による資金の増加額が31百万円あったこと等によるものであり

ます。

 

　　（訂正後）

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

これは、税金等調整前四半期純利益566百万円及び減価償却費が232百万円、前受金の増加額が977百万円、たな卸

資産の減少額が56百万円、退職給付に係る負債の増加額が26百万円ありましたが、法人税等の支払額が464百万円

あったためであります。

また、前第２四半期連結累計期間と比較して279百万円獲得した資金が増加しております。これは、税金等調整前

四半期純利益が154百万円減少し、前受金の減少による資金の減少額が149百万円、法人税等の支払額の増加による

資金の減少額が84百万円ありましたが、未収入金の減少による資金の増加額が345百万円、未払金及び未払費用の増

加による資金の増加額が140百万円、減価償却費の増加による資金の増加額が51百万円、退職給付に係る負債の増加

による資金の増加額が39百万円、たな卸資産の減少による資金の増加額が31百万円あったこと等によるものであり

ます。
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第４ 【経理の状況】

 

２．監査証明について

　　（訂正前）

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成26年７月１日から平成

26年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、監査法人東海会計社による四半期レビューを受けております。

　

（訂正後）

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成26年７月１日から平成

26年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、監査法人東海会計社による四半期レビューを受けております。

なお、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出しておりますが、

訂正後の四半期連結財務諸表について、監査法人東海会計社による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

　　（訂正前）

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,776,899 2,122,972

  受取手形及び売掛金 39,153 43,341

  有価証券 31,226 3,959,198

  たな卸資産 ※1  104,292 ※1  47,590

  繰延税金資産 179,035 176,672

  未収入金 1,131,528 1,107,880

  その他 574,704 484,741

  貸倒引当金 △876 △1,011

  流動資産合計 3,835,965 7,941,387

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 ※2  5,494,159 ※2  6,609,234

    減価償却累計額及び減損損失累計額 △1,615,542 △1,805,833

    建物及び構築物（純額） 3,878,617 4,803,400

   機械装置及び運搬具 19,810 19,810

    減価償却累計額 △4,560 △5,930

    機械装置及び運搬具（純額） 15,250 13,879

   工具、器具及び備品 271,673 345,697

    減価償却累計額及び減損損失累計額 △174,045 △196,658

    工具、器具及び備品（純額） 97,628 149,039

   土地 388,603 630,862

   リース資産 24,836 24,836

    減価償却累計額及び減損損失累計額 △18,689 △21,688

    リース資産（純額） 6,147 3,148

   建設仮勘定 1,239,657 333,303

   有形固定資産合計 5,625,903 5,933,633

  無形固定資産   

   のれん 2,176 -

   その他 7,868 7,263

   無形固定資産合計 10,045 7,263

  投資その他の資産   

   投資有価証券 325,229 634,025

   長期貸付金 1,790,458 2,171,443

   差入保証金 1,345,874 1,425,370

   繰延税金資産 181,290 259,773

   その他 522,180 587,169

   貸倒引当金 △10,739 △13,008

   投資その他の資産合計 4,154,294 5,064,775

  固定資産合計 9,790,242 11,005,672

 資産合計 13,626,208 18,947,060
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 183,672 120,120

  1年内返済予定の長期借入金 1,737,489 2,956,974

  未払金 893,593 295,454

  前受金 289,105 1,266,812

  未払法人税等 401,087 254,562

  未払消費税等 19,509 40,336

  賞与引当金 312,000 334,000

  役員賞与引当金 50,000 22,000

  その他 487,596 496,898

  流動負債合計 4,374,054 5,787,159

 固定負債   

  長期借入金 3,714,328 7,462,783

  繰延税金負債 1,817 1,438

  役員退職慰労引当金 54,240 57,620

  退職給付に係る負債 244,052 270,535

  資産除去債務 134,583 152,921

  その他 927 -

  固定負債合計 4,149,950 7,945,299

 負債合計 8,524,004 13,732,459

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,000,000 1,000,000

  資本剰余金 845,589 845,589

  利益剰余金 3,233,798 3,322,318

  自己株式 △258 △258

  株主資本合計 5,079,130 5,167,649

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 17,755 41,873

  退職給付に係る調整累計額 1,103 915

  その他の包括利益累計額合計 18,859 42,788

 少数株主持分 4,213 4,163

 純資産合計 5,102,204 5,214,601

負債純資産合計 13,626,208 18,947,060
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　　（訂正後）

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,776,899 2,122,972

  受取手形及び売掛金 39,153 43,341

  有価証券 31,226 3,959,198

  たな卸資産 ※1  104,292 ※1  47,590

  繰延税金資産 175,313 165,723

  未収入金 1,131,528 1,107,880

  その他 460,412 362,528

  貸倒引当金 △876 △1,011

  流動資産合計 3,717,951 7,808,225

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 ※2  5,494,159 ※2  6,609,234

    減価償却累計額及び減損損失累計額 △1,615,542 △1,805,833

    建物及び構築物（純額） 3,878,617 4,803,400

   機械装置及び運搬具 19,810 19,810

    減価償却累計額 △4,560 △5,930

    機械装置及び運搬具（純額） 15,250 13,879

   工具、器具及び備品 271,673 345,697

    減価償却累計額及び減損損失累計額 △174,045 △196,658

    工具、器具及び備品（純額） 97,628 149,039

   土地 388,603 630,862

   リース資産 24,836 24,836

    減価償却累計額及び減損損失累計額 △18,689 △21,688

    リース資産（純額） 6,147 3,148

   建設仮勘定 1,239,657 333,303

   有形固定資産合計 5,625,903 5,933,633

  無形固定資産   

   のれん 2,176 -

   その他 7,868 7,263

   無形固定資産合計 10,045 7,263

  投資その他の資産   

   投資有価証券 325,229 634,025

   長期貸付金 1,790,458 2,171,443

   差入保証金 1,345,874 1,425,370

   繰延税金資産 181,290 259,773

   その他 535,366 604,692

   貸倒引当金 △10,739 △13,008

   投資その他の資産合計 4,167,480 5,082,298

  固定資産合計 9,803,429 11,023,196

 資産合計 13,521,380 18,831,422
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 183,672 120,120

  1年内返済予定の長期借入金 1,737,489 2,956,974

  未払金 897,327 300,513

  前受金 289,105 1,266,812

  未払法人税等 360,371 197,561

  未払消費税等 19,509 79,622

  賞与引当金 312,000 334,000

  役員賞与引当金 50,000 22,000

  その他 487,596 496,898

  流動負債合計 4,337,071 5,774,503

 固定負債   

  長期借入金 3,714,328 7,462,783

  繰延税金負債 1,817 1,438

  役員退職慰労引当金 54,240 57,620

  退職給付に係る負債 244,052 270,535

  資産除去債務 134,583 152,921

  その他 927 -

  固定負債合計 4,149,950 7,945,299

 負債合計 8,487,021 13,719,802

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,000,000 1,000,000

  資本剰余金 845,589 845,589

  利益剰余金 3,165,953 3,219,335

  自己株式 △258 △258

  株主資本合計 5,011,284 5,064,667

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 17,755 41,873

  退職給付に係る調整累計額 1,103 915

  その他の包括利益累計額合計 18,859 42,788

 少数株主持分 4,213 4,163

 純資産合計 5,034,358 5,111,619

負債純資産合計 13,521,380 18,831,422
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

　　（訂正前）

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 7,609,615 8,638,861

売上原価 6,327,560 7,382,242

売上総利益 1,282,055 1,256,619

販売費及び一般管理費 ※  655,890 ※  707,671

営業利益 626,164 548,948

営業外収益   

 受取利息 10,473 30,568

 補助金収入 117,406 31,748

 保険解約返戻金 - 10,485

 その他 11,151 8,941

 営業外収益合計 139,030 81,744

営業外費用   

 支払利息 12,721 19,602

 その他 1 17

 営業外費用合計 12,723 19,620

経常利益 752,472 611,072

特別利益   

 固定資産売却益 95 -

 特別利益合計 95 -

特別損失   

 固定資産除却損 187 -

 特別損失合計 187 -

税金等調整前四半期純利益 752,380 611,072

法人税、住民税及び事業税 400,369 311,078

法人税等調整額 △97,006 △88,913

法人税等合計 303,363 222,165

少数株主損益調整前四半期純利益 449,017 388,907

少数株主損失（△） △51 △50

四半期純利益 449,068 388,958
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　　（訂正後）

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 7,609,615 8,638,861

売上原価 6,352,343 7,418,262

売上総利益 1,257,271 1,220,599

販売費及び一般管理費 ※  661,836 ※  715,844

営業利益 595,434 504,754

営業外収益   

 受取利息 10,473 30,568

 補助金収入 117,406 31,748

 保険解約返戻金 - 10,485

 その他 11,151 8,941

 営業外収益合計 139,030 81,744

営業外費用   

 支払利息 12,721 19,602

 その他 1 17

 営業外費用合計 12,723 19,620

経常利益 721,742 566,879

特別利益   

 固定資産売却益 95 -

 特別利益合計 95 -

特別損失   

 固定資産除却損 187 -

 特別損失合計 187 -

税金等調整前四半期純利益 721,650 566,879

法人税、住民税及び事業税 388,384 294,793

法人税等調整額 △95,973 △81,685

法人税等合計 292,411 213,108

少数株主損益調整前四半期純利益 429,239 353,770

少数株主損失（△） △51 △50

四半期純利益 429,290 353,821
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

　　（訂正前）

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 449,017 388,907

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 3,720 24,117

 退職給付に係る調整額 - △188

 その他の包括利益合計 3,720 23,928

四半期包括利益 452,737 412,836

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 452,788 412,886

 少数株主に係る四半期包括利益 △51 △50
 

 

　　（訂正後）

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 429,239 353,770

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 3,720 24,117

 退職給付に係る調整額 - △188

 その他の包括利益合計 3,720 23,928

四半期包括利益 432,959 377,699

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 433,010 377,750

 少数株主に係る四半期包括利益 △51 △50
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

　　（訂正前）

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 752,380 611,072

 減価償却費 181,477 232,614

 のれん償却額 2,176 2,176

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,195 2,404

 賞与引当金の増減額（△は減少） 66,000 22,000

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △20,000 △28,000

 退職給付引当金の増減額（△は減少） △12,823 -

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） - 26,192

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,080 3,380

 保険解約損益（△は益） - △10,485

 受取利息及び受取配当金 △10,702 △30,798

 支払利息 12,721 19,602

 固定資産売却損益（△は益） △95 -

 固定資産除却損 187 -

 売上債権の増減額（△は増加） △10,799 △4,188

 たな卸資産の増減額（△は増加） 24,836 56,701

 仕入債務の増減額（△は減少） △37,100 △63,552

 未払金及び未払費用の増減額（△は減少） △121,024 19,458

 未払消費税等の増減額（△は減少） △16,726 20,667

 前受金の増減額（△は減少） 1,127,634 977,707

 その他 △324,017 120,241

 小計 1,619,399 1,977,196

 利息及び配当金の受取額 1,017 12,786

 利息の支払額 △13,267 △18,755

 法人税等の支払額 △380,284 △464,943

 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,226,865 1,506,284

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △1,435,072 △1,191,666

 有形固定資産の売却による収入 95 -

 無形固定資産の取得による支出 △700 -

 有価証券の増減額（△は増加） - △1,496,992

 投資有価証券の取得による支出 - △575,280

 差入保証金の差入による支出 △90,603 △86,409

 差入保証金の回収による収入 8,830 6,913

 短期貸付金の回収による収入 - 99

 長期貸付けによる支出 △447,750 △494,978

 長期貸付金の回収による収入 42,010 67,369

 保険積立金の積立による支出 △2,513 △1,675

 保険積立金の解約による収入 - 84,406

 その他の支出 △15,697 △8,952

 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,941,400 △3,697,165
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           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入れによる収入 500,000 6,200,000

 長期借入金の返済による支出 △741,004 △1,232,060

 自己株式の取得による支出 △9 -

 配当金の支払額 △262,013 △297,794

 ファイナンス・リース債務の返済による支出 △3,379 △3,349

 財務活動によるキャッシュ・フロー △506,406 4,666,796

現金及び現金同等物に係る換算差額 - -

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,220,941 2,475,915

現金及び現金同等物の期首残高 3,188,035 1,808,126

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  1,967,093 ※  4,284,042
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　　（訂正後）

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 721,650 566,879

 減価償却費 181,477 232,614

 のれん償却額 2,176 2,176

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,195 2,404

 賞与引当金の増減額（△は減少） 66,000 22,000

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △20,000 △28,000

 退職給付引当金の増減額（△は減少） △12,823 -

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） - 26,192

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,080 3,380

 保険解約損益（△は益） - △10,485

 受取利息及び受取配当金 △10,702 △30,798

 支払利息 12,721 19,602

 固定資産売却損益（△は益） △95 -

 固定資産除却損 187 -

 売上債権の増減額（△は増加） △10,799 △4,188

 たな卸資産の増減額（△は増加） 24,836 56,701

 仕入債務の増減額（△は減少） △37,100 △63,552

 未払金及び未払費用の増減額（△は減少） △120,054 20,784

 未払消費税等の増減額（△は減少） △13,821 59,953

 前受金の増減額（△は減少） 1,127,634 977,707

 その他 △297,162 123,824

 小計 1,619,399 1,977,196

 利息及び配当金の受取額 1,017 12,786

 利息の支払額 △13,267 △18,755

 法人税等の支払額 △380,284 △464,943

 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,226,865 1,506,284

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △1,435,072 △1,191,666

 有形固定資産の売却による収入 95 -

 無形固定資産の取得による支出 △700 -

 有価証券の増減額（△は増加） - △1,496,992

 投資有価証券の取得による支出 - △575,280

 差入保証金の差入による支出 △90,603 △86,409

 差入保証金の回収による収入 8,830 6,913

 短期貸付金の回収による収入 - 99

 長期貸付けによる支出 △447,750 △494,978

 長期貸付金の回収による収入 42,010 67,369

 保険積立金の積立による支出 △2,513 △1,675

 保険積立金の解約による収入 - 84,406

 その他の支出 △15,697 △8,952

 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,941,400 △3,697,165
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           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入れによる収入 500,000 6,200,000

 長期借入金の返済による支出 △741,004 △1,232,060

 自己株式の取得による支出 △9 -

 配当金の支払額 △262,013 △297,794

 ファイナンス・リース債務の返済による支出 △3,379 △3,349

 財務活動によるキャッシュ・フロー △506,406 4,666,796

現金及び現金同等物に係る換算差額 - -

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,220,941 2,475,915

現金及び現金同等物の期首残高 3,188,035 1,808,126

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  1,967,093 ※  4,284,042
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【注記事項】

(１株当たり情報)

　　（訂正前）

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 ５円38銭 ４円66銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額(千円) 449,068 388,958

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 449,068 388,958

普通株式の期中平均株式数(株) 83,455,303 83,455,294
 　

 

　　（訂正後）

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 ５円14銭 ４円24銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額(千円) 429,290 353,821

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 429,290 353,821

普通株式の期中平均株式数(株) 83,455,303 83,455,294
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年８月10日

株式会社ＪＰホールディングス

取締役会  御中

 

監査法人東海会計社
 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   塚 本 憲 司   印

 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   大　島　幸　一   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＪＰ

ホールディングスの平成26年４月1日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成26年７

月1日から平成26年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月1日から平成26年９月30日まで）に係る

訂正後の四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算

書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＪＰホールディングス及び連結子会社の平成26年９月30

日現在の財政状態及び同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正

に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

その他の事項

　四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は、四半期連結財務諸表を訂正している。な

お、当監査法人は、訂正前の四半期連結財務諸表に対して平成26年11月14日に四半期レビュー報告書を提出した。

 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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